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ヤドカリ類の分類学，最近の話題-オカヤドカリ科 

朝倉彰 

曰本のオカヤドカリ類 

1987年に沖繅県教育委員会は，オカヤドカリ生 

息実態調査報告書「あまん」
1〗

を発行した。これはオ 

カヤドカリの分類，生態，民俗，環境問題をあつかっ 

た254ページにおよぶ大部の報告書である。残念な 

がらこれは県の報告書として発行されているので， 

おそらくごく一部の人たちにしか知られていない。 

私自身も県の職員を長年勤めているが，もとより 

県の報告書というのは内部資料といってよい。し 

かしオカヤドカリ類に関する限りは，世界でも類 

をみない詳細かつ広範な内容の巨大な研究成果で 

ある。この調査の代表者は琉球大学の仲宗根幸男 

氏で，調査員およびその協力者として島村賢正，黒 

住耐ニ，当山昌直，国吉真隆，西平守孝といった 

方々が名を連ね,執筆をしている。これがこのまま 

内部資料のような形で埋もれていってしまうのは， 

あまりにも惜しいと思っていたが，この報告書をス 

テップとして，その後いくつかの内容がさらに拡張 

された形で，またその後の新しtゝ知見も加えて正式 

の論文として発行されたのは，何よりも嬉しいこと 

であった。 

こうした経緯を経て，日本におけるオカヤドカリ 

類の分類は，NakaSOne(1988) 2)

によって集大成さ 

れた。この論文では，日本にはそれまで4種の才力 

ヤドカリ類，才力ヤドカリ C o e n o b i t a cavipes 
Stimpson, 1 8 5 8

3 )

,ナキ才カヤドカリ C. rugosus H. 
Milne Edwards, 1 8 3 7

4

),ムラサキ才力ヤドカリC . 
purpureus Stimpson, 1858

3】

，サキシマ才力ヤドカリ 

C. perlatus H. Milne Edwards, 1837
4

 > が知られてい 

たが
5

’
6

)，あらたに2種，オオナキオヵヤドヵリC. 
brevimanusDana, 1852

7

)とコムラサキ才カヤドカリ 

C. violascens Heller, 1 8 6 2
8

)が分布することが明ら 

かになった（ただしオヵヤドヵリ科としてみるとも 

う一種ャシガニが古くから知られているが，本稿で 

はオヵャド力リ類という言葉はオヵャドヵリ属 

Coenobitaを限定してさすものとする）。 

またその論文で，フイリッピンから新種 

Coenobitapseudorugosus Nakasone, 19882)(図1)も 

記載された。なお原記載者の仲宗根幸男先生は，こ 

の時特に和名を与えていなかったので，本稿執筆時 

に仲宗根先生にお尋ねしたところ，何か良い名前を 

与えてほしいとのことであった。そこで，この種は 

生きているときは背面が美しい紅色〜オレンジ色 

をしている（図1)ので，その体色を日の出の朝焼け 

の空の色になぞらえて，和名をァヵツキオヵャド力 

リとすることにした。 

実はオヵャドヵリ類の分類学的混乱は著しく，形 

態的に互いによく似ている（ただし生きている時の 

色彩は違いがある）。それがこのようにすっきりと 

Recent topics on taxonomy of hermit crabs rrom Japanese waters - Family Coenobitidae. 
Akira Asakura / Natural History Museum ana Institute, Chiba 
Abstract : Topics on recent our study on taxonomy of hermit crabs of the family Coenobitidae (Crustacea: Decapoda: 
Anomura) are reported. Nakasone (1988) reviewed land hermit crabs from Japan and recorded 6 species, viz., 
Coenobita cavipes Stimpson, C. rugosus H. Milne Edwards, C. purpureus Stimpson, C. perlatus H. Milne Edwards, 
C. brevimanus Dana, and C. violascens Heller. Our recent investigation on coenobitids from Japan and the adjacent 
waters revealed that C. spinosus H. Milne Edwards is also distributed in Japan and that Coenobita pseudorugosus 
Nakasone, described from Philippines, was recently recorded from the Maldives and Madagascar. 
Keywords: hermit crab, Coenobitidae 

Aquabiology © Seibutsu Kenkyusha Co. , Ltd. 海洋と生物想150 | v o l . 2 6 n o . 1 ] 2 0 0 4 83 



_參 Research Article # # 

図1•アカツキ才カヤドカリCoenobitapseudorugosus 
インド洋のモルジブ諸島で採集されたオス個体。写真と 

copyright:野ネす恵一o 

整理できた背景には，「あまん」調査によってたくさ 

んの標本が採集されたことと，分類のよ^ゝ標徴とな 

る生時の色彩が詳細に明らかになったことがある 

と推察される。 

才オ卜ゲ才カヤド力リCoenobita spinosusの発見 

さて，日本にはオカヤド力リ類がもう一種， 

coenobita spinosus H. Milne Edwards, 1837 4 } (HI 2) 
が分布していることが,最近の私の研究で明らかに 

なった。きっかけは，私が大阪自然史博物館の古I ̂  

収蔵標本を調査中に,本種のオス1個体が小笠原諸 

島の母島から採集され，所蔵されていることを?萑認 

したことによる。私はそれをフランスのパリ自然史 

博物館に所蔵されているC o e n o b i t a spinosusの総模 

式標本（ボルネオ産，MNHN P g 2 1 3 4 )と比較し，本 

種であることを確認した。学名の種小名 s p i n o s u s 
は，「トゲの多い」という意味であり，本種の鉗脚（は 

さみ脚）や歩脚にたくさんの角質のトゲが見られ 

る。かなり大きくなる種で，オオナキオカヤドカリ 

よりさらに大型である。したがって和名をここでオ 

才トゲオカヤドカリとする。 

本種は西太平洋の各地から知られる。私g身も千 

葉県立中央博物館が実施したミクロネシアの北マ 

リアナ諸島調査の時に,北マリアナの無人島の1つ 

から，1個体を採集している。また私が，オランダ 
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図2才才卜ゲ才カヤドカリCoenobita spinosus 
A,頭胸部前半の左側面。B，左鉗脚外側面。C，左第1歩脚 

外側面。D，左第3歩脚指節と前節の外側面。E,オスの第 

5脚底節。朝倉彰原図。 

のライデン博物館およびオーストラリアのオース 

トラリア博物館で，標本調査をしたところでは，そ 

れぞれ，ポリネシアのサモア諸島産 (RMNH 1 4 0 4 ) 
とヴァヌアツのニューへプリダス諸島産（A M -

P 7 6 2 )の標本を確認した。 

なお，このように私が文献ではなく標本調査に基 

づいて地理分布の確認をしてきたのは，この 

Coenobita spinosusには，地理分布を論ず^)のに 

やっかいな問題があって，それはオーストラリアか 

らMcCulloch(1909) 9》が本種の2亜種が分布する 

と報告して於り，てれはcoenob i ta spinosus spinosus 
と C . spinosus variabilisでめ^)としている力、らであ 

るのと，オカヤドカリの古い研究には同定間違いが 

多いためである。前者の問題に決着をつけたのは 

H a r v e y ( 1 9 9 2 ) 1 0 )であり，彼は，オーストラリア博物 

館に所蔵されているMcCulloch(1909) 9》で使われ 

たオカヤド力リ標本を再調査し，それらが真の 

Coenobita s p m o y wとは別種であることを，見いだ 



した�Harvey (1992)10)は結論として，McCulloch 
(1909) 9 )の C. spinosus variabilis を種に昇格させ， 

C. variabilis とし 7こ。 
才オトゲ才カヤドカリCoeno袖a明nomyの標徴 

は次のようである。 

シ一ルド（=前甲）（図2 A)は強くもりあがり，前 

方にせまくなり，後半および側面にシワがある。額 

角は小さく三角形である。眼柄は短く，著しく側扁 

する。第2触角において触角棘は第2節に癒合し 

不動である。鉗脚は左側がはるかに大きい；左鉗脚 

(図2B)の掌部の上部に斜向顆粒列はない;両紺 

脚とも掌部上縁に剛毛束列がある；両鉗脚とも指 

節，掌部,腕節にたくさんの角質棘があり，特に，指 

節の内側に著しい。第2，3脚（図2C，D)とも指 

節，前節，腕節にたくさんの角質棘がある；第3脚 

(図2D)の指節と前節は，第2脚（図2 C)のそれ 

よりやや幅広く，外面はやや膨らむが，外面と上 

面をわける縦走隆起稜はない。ォスの第5脚底節 

(図2E)両方に生殖ロがあくが，突出はほとんどな 

い。体色は濃tゝ 紫色からあずき色。 

曰本とその近海産才カヤドカリ類の検索 

ォカヤドカリ類を形態的に見わけるには，よい指 

標となるものがいくつかある。1つは左鉗脚(図3) 

の形態で，オカヤドカリ類は常に左側の鉗脚が右側 

により大きtゝ のであるが，その掌部(図3 B)に斜向 

顆粒列（図3 C)があるかないか,ということがあ 

る。ナキオカヤド力リをはじめとするいくつかの種 

に見られる。そもそもナキォカヤド力リという名前 

は，この顆粒列をこすりあわせて音を出す(鳴く）と 

考えられていたためであるが，本当にこれで鳴くか 

どうか確実な研究による証拠というのはない。また 

同じ掌部の上縁に毛束(図3 D)があるかどうかも 

良tゝ 指標である。またォスの第5脚底節の生殖器の 

形も重要で，種によって精管の形がさまざまである 

(図4)。さらに左側の第3脚の形態は種によって特 

徴的である。それらにも増して重要なのは，生時の 

色彩であり，慣れてくると色彩だけでかなり種を識 

別することができる。 

仲宗根1”およびNakasone2�に，ォカヤドカリ類の 

検索表があり‘，これは情報としては全く完璧なもの 

である。ここではその検索表をもとに，アカツキ才 

カヤドカリとオオトゲオカヤドカリの情報を付け 

D 

図 3 •才カヤドカリ類の左鉗脚の模式図 

A,指節。B,举部。C,斜向顆粒列。D，举部上緑の毛束列。朝 

倉彰原図ン， 

図4•ムラサキ才力ヤドカリの才スの第5脚底節と精管 

朝倉彰原図。 

加えたものを提示する。 

1.第2触角において触角棘は第2節に癒合せ 

ず可動。眼柄は側扁せず円柱状。鉗脚は，右側 

のみに掌部上縁の毛束がある。 

才才ナキ才カヤドカリC. brevimanus 
1.第2触角において触角棘は第2節に癒合し 

不動。眼柄は著しく側扁する。鉗脚は，両方と 

も掌部上縁の毛束がある。 2 

2.左餅脚の掌部外面上部に斜向顆粒列がある。オ 

スの第5脚底節の精管は細長く管状。........3 

2.左餅脚の掌部外面上部に斜向顆粒列はない。 

オスの第5脚底節は後ろに向かって太く短 

く突出する力\またはほとんど突出せず，細 

長い管状にはならない。 6 
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3.左側第3脚前節の外面と上面は,縦走隆起稜 

によって区別される。 4 

3 .左側第3脚前節の外面と上面は,縦走隆起稜 

によって区別されない。 

サキシマ才力ヤドカリC. perlatus 

4 .左側第3脚前節の外面は膨らむ。 

ムラサキ才力ヤドカリC. purpureus 
4.左側第3脚前節の外面は平ら 。 5 

5.左鉗脚掌部下縁は丸みを帯びる。才スの第5 

脚底節の精管は，左右ほぼ等長か右が左より 

もわずかに長い。 

ナキ才カヤド力リC rugosus 
5 .左鉗脚掌部下緑は直線状。ォスの第5脚底 

節の精管は，右が細長く明らかに左よりも 

長い。 

....アカツキ才力ヤドカリC. pseudorugosus 

6.左側第3脚前節は短く，前縁と下縁の凹凸が 

大きく鋸歯状になる。オスの第5脚底節に生 

殖ロがあく力5，ほとんど突出はない。 

才才トゲ才カヤドカリC spinosus 
6.左側第3脚前節は細長く，前緑と下縁の凹凸 

は少なく館歯はなtゝ 。才スの第5脚底節の精管 

は太く短く後方に向かって突出する。......7 

7.左鉗脚掌部の下縁は直線状またはくぼんで 

湾曲し，下縁の後ろ部分は強くはりだし葉状 

をなす。オスの第5脚底節突起の基部に縦走• 

斜走小溝はなく，突起の基部間の腹甲突起は 

小さい。 

コムラサキ才カヤドカリC. violascens 
7.左鉗脚掌部の下縁は中央部で突出し丸みを 

おび，下緣の後ろ部分は，はりださない。オス 

の第5脚底節突起の基部に縦走•斜走小溝が 

あり，突起の基部間の腹甲突起は大きい。 

才力ヤドカリC. cavipes 

これらは，専門的な言葉が含まれているので，慣 

れない人には難しいかもしれないが,結局これらの 

情報を集約し一般の人にもわかりやすく述べると， 

以下のようになる。まず眼が丸くて眼柄が円柱状 

(つまり海のヤドカリと同じ眼)なのは，オオナキオ 

カヤドカリ1種のみである。他のすべてのオカヤド 

カリ類は平たく言えば四角い眼である。 

左側の鉗脚の掌部上縁に斜向顆粒列があるのは， 

ナキ才カヤドカリ，ムラサキ才力ヤドカリ，サキシ 

マオカヤドカリの3種であるが，全体が燃えるよう 

な赤い色をしているのがサキシマオカヤドカリで 

あり，またこの種は左側の第3脚の前節(先から2番 

目の節）が丸っこI、形で,外面と上面が滑らかにつ 

ながっている。これに対してナキ才カヤド力リと厶 

ラサキオカヤド力リでは,左側の第3脚の前節が角 

張っている感じで，上面と外面の境がはっきりとわ 

かる。またムラサキオカヤドカリは全身が紫色，ナ 

キオカヤドカリは薄茶掲色である（ただし歩脚が紫 

がかることもある）。 

ムラサキ才力ヤドカリのオスの精管は，左右とも 

かなり伸びるが，特に右側が著しく長くなり，また 

左側第3脚の前節の外側が，ゆるくふくらむような 

形である。これに対してナキオカヤドカリおよびァ 

カツキオカヤドカリの精管は，右が長く細長Iゝ 管状 

になるも，それほど長くならず，また左側第3脚の 

前節の外側は真っ平らか,ややくぼんでtゝ るように 

見えることもある。ナキ才カヤド力リとアカツキ才 

カヤドカリでは，検索表に示したように銀脚の形と 

オスの精管に明らかに違いがある。 

左側の鉗脚の掌部上縁に斜向顆粒列がないのは， 

オカヤドカリ，コムラサキ才カヤドカリ，才オトゲ 

オカヤド力リの3種である。オオトゲオカヤドカリ 

は，オスの第5脚底節には生殖ロがあいているだけ 

でほとんど突出がないこと，および左側第3脚の前 

節が太く短いことにより，オスの第5脚底節が後ろ 

に突き出し,左側第3脚の前節が細長tゝ オカヤド力 

リおよびコムラサキオカヤド力リと区別される。 

オカヤドカリの左はさみ(指節と前節をあわせた 

部分)は，輪郭が楕円形で，これは下縁の中央部が下 

に突出するためである。一方，コムラサキ才力ヤドカ 

リの左はさみの輪郭はむしろ台形であり，これは下 

縁は直線状であることによる。また前者の体色は褐 

色または喑掲色であるが，後者は濃tゝ 紫色である。 

0«などでみる才力ヤド力リ類 

これらのオカヤド力リ類の色彩は，三宅
6
’

12
’

13)
「原 

色日本大型甲殻類図鑑I�，西村「原色検索日本海岸 
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動物図鑑II�14)，亀崎他「沖縛海中生物図鑑:甲殻類 

(エビ•ヤド力リ）」气松久保「海辺の生物」16)を参照 

するとよい。なおこの西村の図鑑のヤドカリ類の項 

は私が執筆したものであるが，オオナキオカヤド力 

リ，ナキオカヤドカリ，コムラサキオカヤドカリの 

写真は仲宗根幸男先生のご好意により先生の撮影 

されたものを使わせていただいている。 

またオカヤドカリ類において，一般にでまわって 

I、る図鑑や本における分類の誤りや混乱には，以下 

のようなものがある。 

西村•鈐木「海岸動物」17)の「ナキォヵヤドヵリ 

Coenobita rMgojMJ��p. 97 および Plate 3 4 - 3ノ となっ 

ている写真の濃tゝ 紫色の個体は,明らかにムラサキ 

才力ヤドカリC. purpureusである。 

峯水/武田•奧野「海の甲殻類」18)において「才力 

ヤドカリCoenobita cav/pejJ (p.145下）とある写真 

の個体の左甜脚には,斜向顆粒列がはっきり写って 

おり，それから判断するとこれはC. cavipesではな 

いことは確実である。では正しくは何の種類かと言 

うと，もちろん斜向顆粒列を持ついくつかの種の可 

能性があるわけであるが，その色彩とサザエに入る 

大型個体であることから推察すると，ムラサキ才力 

ヤドカリCpMr/wreiwである可能性が高い。先の報 

告書「あまん」uには，ムラサキオカヤドカリには赤 

みがかった色彩変異がしばしば出現することが報 

告されているが，「あまん」の写真とこの写真を直接 

比較してみると，この写真は色彩変異個体と正常個 

体の中間的といえる。 

同じ「海の甲殻類」18)の「ムラサキオカヤドカリ 

Coenobita /?Mrp«reMj�（p.146上）とめ。与真の個体 

は，眼柄が円柱状でぁり，左鉗脚に斜向顆粒列がな 

くしかも表面が非常に滑らかで，明らかにオオナキ 

才力ヤドカリC. brevimanusである。真のムラサキ 

ォヵヤドヵリは,眼柄が長直方体で，左鉗脚に斜向 

顆粒列がある。 

同じ本18)の「ナキ才カヤドカリCoenobita 
rugosus�(p.146下）として写っている個体は，全身 

が紫がかった色であるということと，ァフリ力マイ 

マイに入るほど大型であることから考えて，厶ラサ 

キオカヤドカリC. purpureusである可能性が高い、。 

真のナキオカヤド力リはむしろ白っぽい色をして 

おり，そこに褐色の不規則な模様が入ることと，こ 

の写真のように大きくなることは少ない。 

また小林「海辺の生き物」19>の「オカヤド力リ 

Coenobita cavipes] (p . 188)として写真に写って 

いる個体の色彩は，アカツキオカヤドカリし 

pseudorugosusにむしろ近く，また西村.伊藤「海辺 

にいる生きもの」20)に「ナキオカヤド力リ」（p. 2 0 6 ) 
とあるのは,全体的な感じがムラサキオカヤドカリ 

に近く，同定に疑問がもたれる。しかし写真からは， 

何の種類かは確実なことは言えず，標本による精査 

が必要である。 

同様に奥谷•楚山 2 1 >の「ナキォカヤド力リ 

Coenobita rugosus] (p. 199)4)として写 っ飞いな濃い 

あずき色の大きな2個体も，ナキォカヤドカリの通 

常の個体とは全く異なる色彩と著しく大きなサイ 

ズであり，同定に疑問がある。しかしこの写真から 

だけでは，何の種類かは確実なことはわからない。 

また武田•川嶋22)の「海辺の生き物」にある写真の 

コムラサキオカヤド力リは，全体にオレンジ色をし 

ており，この本の著者は「個体によって色の濃さに 

は差がある」とコメントしている。仲宗根11〗は，コム 

ラサキオカヤドカリの記載文には「体全体が紫色を 

しているが，個体によって濃淡が見られる」，と述 

ベ，彼の観察したメス個体は全体に灰色かかった紫 

色だが歩脚の指節と前節は赤掲色であったと述べ 

ている。しかし全体がオレンジ色の個体変異があ 

ることは述べていない。それらを勘案すれば，武 

田•川鳩22〉の同定には疑問があるが，写真からだけ 

ではそれ以上のことは言えない。また私自身も，コ 

ムラサキォカヤドカリの色彩変異の幅を十分把握 

できるほどたくさんの標本を見たことがないの 

で，同定の正しさを評価することはこれ以上でき 

ない。なおその本の写真は，ヤド力リの宿貝（おそ 

らくカンギクガイかそのなかま）が左巻きになっ 

ており，もちろんそんなことはあり得ず，つまり写 

真が裏焼きであり，また種小名が“Wがasceru"と 

なっているがvio/ascensの誤りである。 

曰本のォカヤド力リ類の地理分布 

知られる限りのォカヤドカリ類は,陸上の気候区 

でI、えば全種，熱帯,亜熱帯に分布中心があり，典型 

的な高温を好むグループで，日本では沖縛と小笠原 

を中心に分布する。日本で多産するのはナキォカヤ 

ドカリとムラサキ才力ヤドカリであるが，これらは 

紀伊半島まで北上している。三宅貞祥•今福道夫23> 
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および池田久和と今福道夫24一26〗による一連の報告 

によると，ナキオカヤド力リは御坊市名田から串本 

町潮岬，白浜町，ムラサキオカヤドカリは印南町，田 

辺市，白浜町から発見されている。またこれらの小 

型個体が白浜町におtゝ ては，洞窟内，落ち葉の下，大 

きな岩のくぼみなどに入って越冬することも報告 

されている。 

おそらくこの地域が自然分布におけるぎりぎり 

の北限で，しかも，紀伊半島では繁殖してそこから 

生産される子孫によって個体群を維持できている 

わけではなく，いわゆる死滅回遊である。 

ところが余談ながら，最近のぺットブームの中 

で，オカヤドカリ類もペットとして大量に流通して 

いるのか，日本の温帯域の各地でオカヤド力リが見 

つかり，私のところに同定依頼がくるようになっ 

た。私の住んでいる千葉県はもちろん温帯である 

が，その茂原市の畑でヤド力リが見つかったので同 

定してほしいと，依頼があったことがあった。その 

写真を送ってもらうと，それは結局，成体の厶ラサ 

キオカヤドカリであった。ムラサキ才力ヤド力リは 

非常に大きくなる種で，成体はァフリ力マイマイや 

サザエなどの貝殻に寄居するが，もちろん千葉県で 

そのようなサイズまで育つはずもなく，人為的に持 

ち込まれたものが,何らかの理由で逃げだしたもの 

であろう。千葉県は，房総半島の南端部には黒潮の 

影響が強く，かなり豊かなサンゴ群落が見られ，岩 

礁潮間帯にはサンゴヤドカリや熱帯系の魚類も見 

られるほど温暖である。しかし陸上は，冬は霜もお 

りるまったくの温帯で，紀伊半島よりも気温は低 

く，とてもオカヤドカリは育たない。 

またある時,福島県の東北農業研究センターか 

ら，福島市のある畑で採集されたヤドカリを同定し 

てほしいと依頼があった。その畑には毎年複数のヤ 

ド力リが見られ，農作物を荒らすのではないか，と 

いうことであった。話を聞いていてこれは奇妙だと 

思った。もとより，本州において畑にすむヤドカリ 

というのは，これまで知られていない。そもそも，世 

界中で,温帯性でなおかっ陸上を主たる生息地にす 

るヤド力リというのも知られていない。果たして送 

られてきた標本を見たところ，またしても成体のム 

ラサキ才カヤドカリであった。 

私の知る限り，オカヤドカリ類が夏期を中心に 

ぺットショップ，縁日，スーパーマーケット，魚屋， 

八百屋などで売られている。これらが例え野外に放 

たれても，温泉地など地温がよほど高t、ところでな 

い限り，冬は越せないので，野生化することはない 

かもしれない。しかしオカヤドカリ類にとっては， 

何とも気の毒な話である。 

アカツキ才カヤドカリCoenobifapseudorugosus 
にっいて 

なお日本産種ではないが，Nakasone2)によって新 
種として記載されたアカツキオカヤドカリ 

Coenobita pseudorugosusにつI >て，若干旨及し7こ 

い。本種はフィリッピンのセブ島より16個体のオ 

スと22個体のメスにより記載された種である。こ 

の^®地以外からの報告は，長らくなかったが，最 

近インド洋のマダガスカルから報告があった27’如。 

また私の手元には，やはりインド洋のモルジブ産 

の標本があり，これは串本海中公園センターの野 

村恵一氏が最近モルジブで採集されたものを，ご 

好意によりいただいたものである。 

またパキスタンのヤドカリ類を詳細に報告した 

l irmizi and Siddiaui29)しある I Coenobita ^caevり/a�と 
同定されている種の図を見ると，オスの生殖器の形 

がアカツキオカヤドカリと同じ形である。また私自 

身，紅海産のC. scaevolaを直接観察したことがあ 
る（ゼンケンベルグ博物館の紅海調査の際の標本） 

が，Tirmizi and Siddiqui の図の眼の形は C. scaevola 
よりもアカツキオカヤドカリに近い。それまで，C. 
scaevolaは紅海のアラビア半島の固有種と考えら 
れていたが，Tirmizi and Siddiqui29'は大きく分布記 
録を更新した旨を述べている。しかし以上のことを 

考えると，彼らがパキスタンから報告したのは実際 

にはアカツキオカヤドカリであった可能性が高い。 

もちろん，Tirmizi and Siddiqui29)の研究がおこな 
われてIゝ た段階では，まだアカツキ才力ヤドカリは 

知られておらず，まただからと言って新種記載をす 

るためには，既知種の情報があまりにも不確かで 

あったことから，種の認識としては限界があったこ 

とは，当然である。 

いずれにしても以上の情報を総合すれば，アカツ 

キオカヤドカリは西太平洋のフィリッピンおよび 

疑問符付きながらパキスタン，そしてインド洋のマ 

ダガスカルとモルジブまでの広tゝ 分布範囲を持つ 

ことが明らかである。 
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•舌辛：Coenobita pseudorugosus Nakasone, 1988 の 
和名を与える機会をいただいた仲宗根幸男先生に 

深く感謝いたします。また本稿は，下記の博物館の 

標本（と担当者)および個人の方々の努力によって 

採集された標本をもとに作成しました。記して厚く 

御礼申し上げます(敬称略）Coenobita spinosusの 

模式標本の観察:Mus6um national d'Histo ire 
naturelle, Paris (Nguyen Ngoc-Ho)，C. scaevola の檫 
本の観察:Naturmuseum Senckenberg (M. Turkey)，日 
本産C. spinosus標本の観察:大阪市自然史博物館 

(山西良平），モルジブ産C.pseudorugosusの標本と 

写真：野村恵一（串本海中公園センター），福島県 

の畑で採集されたC. purpureusの標本：島野智 

之(東北農業研究センター），千葉県で採集された 

C. purpureusの写真：平本紀久雄。 
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